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Abstract

Aboveground  biomass  and  stand density of rural forests in Hyogo  Prefecture were  calculated

from  tree census  data  that were  obtained  the Satoyama  Management  Project  in Hyogo

Prefecture etc. The  number  of data was  91 in 26 areas. Aboveground  biomass  of rural forests

was  162.5t/ha  (all type forests), 136.4t/ha (Pinus densiflora forest), and  179.5t/ha (Quercus

serrata forest). Stand  density was  14,534  trees/ha (all type forests), 16,695  trees /ha (Pinus

densiflora forest), and  12,049  trees /ha (Quercus  serrata forest). The  relationships between

aboveground  biomass, stand density and number  of species were  discussed.
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は じ め に

森林は地球温暖化に大きな影響を与える二酸化炭素の

吸収源・貯蔵庫などとしてきわめて重要な役割を果たし

ている. 国内の森林のうち, 里山( 二次林) は広い面積

を有し, また若齢林であることから, 成熟林に達するま

での長期間, 二酸化炭素の吸収・固定が可能である. そ

のため, 温暖化防止に果たす里山の機能は大きいと考え

られる.

里山の現存量の推定結果については, いくつかの報告

があるが, 兵庫県下での例はなく, 兵庫県下の里山がど

の程度の現存量を有するかについては明らかでない.

人と自然の博物館では総合共同研究「公園都市研究」

を進めているが,その研究の一環として,三田市フラワー

タウン内の里山残存林の毎木調査を行っている. また,

兵庫県の進めている里山林整備事業においても, 基礎調

査として毎木調査が行われている. 著者らは, 1999 年度

に「温暖化防止に果たす里山林のC02 固定能力の調査」

の研究課題により, 兵庫県の特別研究助成を受け, この

助成研究によって県下各地の毎木調査を行い, 多数の資

料を得た. これらの毎木調査資料をもとに, 里山林の地

上部現存量を推定するとともに, 地上部現存量と里山林

の構造や種多様性との関連について考察した.

なお, 本研究は上述したように, 人と自然の博物館・

総合共同研究「公園都市研究」の研究費および兵庫県の

1999 年度特別研究助成研究費の一部を使用した.

調 査 方 法

1. 調査資料

里山林の地上部現存量を推定したするために, 著者ら

による総合共同研究「公園都市研究」および三田市内の

コナラ林における毎木調査資料, 里山林整備事業地の報

告書に添付された毎木調査資料の合計26地点,計91資料

を用いた( 表1, 図1).

毎木調査資料には, 調査区(10mX10m) 内の胸高直径
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表1 調査資料一覧

図1 調査地点図

調査地点を●で示し た. 番号は表1 の地点番号に対応する.

1.0cm 以上, 樹高1.3m 以上の全立木の胸高直径(D),

樹高(H), 各階層毎の全出現種の被度などが記録されて

いる. 調査資料は, 各調査区の種組成および優占種によ

り, アカマツーモチツツジ群集, アカマツーユキグニミ

ツバツツジ群集( 以上, アカマツ林), コナラーアベマキ

群集, コナラーオクチョウジザクラ群集( 以上, コナラ

林), ウバメガシーコシダ群集( ウバメガシ林), アラカ

シ群落( アラカシ林), コジイーカナメモチ群集( コジイ

林), スダジイートキワイカリソウ群集( スダジイ林),

ケヤキーイ囗ハモミジ群集( ケヤキ林) に区分した.

2. 地上部現存量推定式

地上部現存量を推定するためには, 林分毎に推定式を

得ることが望ましいが, 本報告では, 毎木調査資料を基

に, 既存の推定式を用いて地上部現存量を推定した. な

お, 胸高直径はD, 樹高の1 割の高さにおける直径は

D  o.i,樹高はH, 幹, 枝, 葉の乾燥重量はそれぞれWs,

WB, Wl とした.

夏緑樹および照葉樹については以下の推定式(Kawaguchi

and Yoda,  1986) を用いた.

Do.i=0.9756D+0.5954,  [cm,cm]

Ws=0.0211  7D0j 2H, [kg,cm,m]

Wb=0.005618Do.i2H,  [kg,cm,cm]

Wi  =0.003581(Do.i2H)0'7256, [kg,cm,m]

アカマツについては, 以下の推定式( 西岡ほか, 1982)

を用いた.

Do.i=1.303D °-9182, [cm,cm]

Ws=0.02182(Do.i  2H)0-9548, [kg,cm,m]

Wb=0.01262D0.i2-364, [kg,cm,cm]

WL=0.00  5921 Do. i2 288, [kg,cm,m]

スギ, ヒノキについては, 以下の推定式(Saito, 1977)

を用いた.

Ws=0.02248(D2H)0-976, [kg,cm,m]

Wb=0.0310  Ws  133, [kg,cm,cm]

Wl=0.125Ws,  [kg,cm,m]

なお, 地上部現存量に加えて各調査地点の立木密度を

算出するとともに, 出現種数, 高木層, 亜高木層, 低木

層における植被率などの情報を整理し, 一覧表を作成し

た( 表2) 。

なお, 三田市フラワータウンの孤立林における毎木調

査は, 樹高2.5m 以上の全立木が対象である。樹高2.5m



未満の小径本は, 個体サイズが小さいため地上部現存量

の合計に占める割合は小さい. したがって, 地上部現存

量については, 他の資料と比較することに問題は少ない

と考えられる. 一方, 森林では.一般に小径本ほど本数が

多いことから, 調査対象木のサイズが異なる毎木調査資

料の立木本数を比較することは問題がある.したがって,

三田市フラワータウンの調査資料については立木密度を

算出しなかった.

調 査 結果 およ び 考 察

1. 里山林の地上部現存量

調査資料を整理した結果, 里山林の地上部現存量は

45.5~464.0t/ha, 平均162.5t/ha であった. タイプ別で

は, アカマツ林の平均が136.4t/ha, コナラ林の平均が

179.5t/ha, そ の他の里山林の平均が172.6t/ha であっ

た. アカマツ林の地上部現存量の平均が低いのは, 高木

層のアカマツがほとんど枯死した林分も含むためと考え

られる.

Nagano and Kira (1978) は, 熊 本県水俣の照葉樹

林の地上部現存量を343~379t/ha , Kawaguchi and

Yoda  (1986) は, 三重県布引山地のブナ成熟林の地上

部現存量を257t/ha としている. これらの推定値から,

囗本における成熟林の地上部現存量を約250~350t/ha

と仮定すると, 今後, 兵庫県下の里山林が成熟林に達す

るまで, 地上部のみで約90~190t/ha の有機物の蓄積が

可能であると推定される.

なお, 調査資料の中に, 350t/ha を超える資料が含ま

れている. 一一般に, 毎木調査における調査区の一一辺の長

さは, 調査の対象とする森林の最大樹高以上であること

が望ましい( 依田, 1971) とされている. 今回解析した

調査資料の多くは, 調査面積が10mX10m と小さいた

め, 発達した植分において調査枠内に樹高, 胸高直径の

大きな個体が生育している場合などは地上部現存量が過

大評価となる. したがって, 発達した里山林において地

上部現存量を推定するためには, 依田(1971) の指摘ど

おり, 最大樹高を一辺とした面積が必要であろう. 調査

精度については, 今後の検討課題である.

2. 里山林の立木密度

調査資料を整理した結果, 里山林の立木密度は3,171

~49,983 本/  ha, 平均14,534 本/ha であった. タイプ別

では, アカマツ林の平均が16,695 本/ha, コナラ林の平

均が12,049 本/  ha, その他の里山林の平均が14,464 本

/ha であった.

3. 里山林の構造と種多様性

里山林の構造を把握するため, 地上部現存量と立木密

度の関係を図2 に示した. アカマツ林, コナラ林, 里山

林全体のいずれの場合においても地上部現存量と立木密

度との間には, はっきりした傾向は認められない. これ

は, 調査地点毎に立地条件が異なることに加え, 立木の

伐採, 下刈りなど人為的影響の度合いが大きく異なるこ

とによるものと考えられる.

次に, 里山林の地上部現存量と種数の関係を図3 に示

した. 地上部現存量と種数の間にはっきりした傾向は認

められなかった.

また, 里山林において, 種多様性の高い夏緑林を維持

するためには, 亜高木練 低木層において優占度の高い

植物を選択的に除去する管理が必要とされている( 服部

ほか, 1995). 服部ほか(1995) に基づいて行われてい

る兵庫県の里山林整備事業の追跡調査を行った山崎ほか

(2000) は, 亜高木層や低木層に密生する照葉樹やササ

類を伐採するなど立木密度を低下させる植生管理を行っ

た結果, ブナクラスの種を中心に種数が増加することを

報告している. 今回の調査結果からも, アカマツ林, コ

ナラ林, 里山林全体のいずれの場合においても立木密度

が高いと種数が少なくなる傾向が示された.( 図4).

今後, 里山林の構成種毎に地上部現存量を整理し, そ

れぞれの樹林の特徴を明らかにしていく必要がある. さ

らに, これらの結果をもとに, 里山林の整備, 管理の手

法を検討していく必要があろう.
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表2 調査結果一覧



注1)フラワータウンの孤立林については, 樹高2.5m 以上の個 体が調査対象.

2) 立木密度の平均値はフラワータウンの孤立林のデータを除いた値.

3)O  で示された種数は, 面積 が100㎡でない,またはK 層の種数を含んでいない.



図2 地上部現存量と立木密度の関係.

里山林整備事業, 三田市市之瀬・藍本庄の毎木調査資料を基

に作成した.

図3 地上部現存量と種数の関係.

種数が不明または植生調査面積が100m 以上の毎木調査資

料は除外し, 作成した.



図4 立木密度と種数の関係.

里山林整備事業, 三田市市之瀬・藍本庄の毎木調査資料を基

に,種数が不明または植生調査面積が100 ㎡ 以上の毎木調査

資料は除外し作成した.
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